
市政だより　2019.１ 8市政だより　2019.１9

級
、
保
育
園
な
ど
へ
配
布
す
る
ほ

か
、
各
図
書
館
や
支
所
で
も
貸
し

出
し
を
行
い
ま
す
。

　関西と新潟をつなぐ格安航空の就航を、関西
圏からの誘客拡大につなげるため、モニターツ
アーを初開催。醸造のまち・摂田屋地区では、
日本酒の試飲や鏝

こ て

絵
え

蔵の見学を通して、長岡の
売り込み方を探りました。（12月１日・２日）

関西圏からの誘客策を探る

　９月から県内各地で開催する国民文化祭と全
国障害者芸術・文化祭に向け、長岡市実行委員
会を設立しました。市内で行うのは詩吟、競技
かるた、大正琴など。各分野の委員が、事業の
運営やＰＲ方法を話し合いました。（12月３日）

国内最大の文化の祭典へ

　配慮を要する子・気になる子の保育研修会に
保育士など約100人が出席しました。臨床発達心
理士の講義で、ＡＤＨＤ（注意欠如・多動性障
害）の子どもの特徴やきめ細かい対応方法を学
びました。（11月21日）

市政の最近のできごとを紹介します。

　冬の道路交通確保などを考える「雪に強いま
ちづくりシンポジウム」を初開催し、約300人
が参加しました。パネリストからは、国からの
除雪費の支援や長岡での新技術の実験が必要な
どの意見が出ました。（12月２日）

雪に強いまちづくりを考える
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配慮を要する子に、より良い保育を

市内小学生が句と絵を考案

地域の宝かるたが完成
問地域振興戦略部Ｔ39・2260
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が
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し
ま
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た
。

　
女
性
地
域
委
員
の
み
な
さ
ん
の

発
案
で
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
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み
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け

継
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で
い
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て
も
ら
う
よ
う
制
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市
内
小
学
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読
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の
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案
を
募
集
し
ま
し
た
。
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　日米開戦か
ら77年となる
12月７日（日
本時間８日）、
真珠湾攻撃の
犠牲者を追悼
する式典が姉
妹都市の米国
ホノルル市で行われ、磯田市長や丸山市議会議
長、市内の学生ら22人が出席しました。
　日本の自治体で招待されたのは、ホノルル市
との平和交流を進めてきた長岡市のみ。磯田市
長は「悲惨な戦争での経験を若い世代に語り継

いでいくことが大切です。長岡市はこれからも、
恒久平和のメッセージを世界に発信し続けてい
きます」と語りました。
　式典出席に合わせて、ホ
ノルル市でのビジネス交流
も展開。栃尾地域の繊維メ
ーカーと共同で製品開発を
進める老舗アパレル会社や、
2020年３月のホノルルフェ
スティバルに合わせて長岡
産食材のフェアを企画して
いるスーパーなどを訪問し、
実現に向けて打ち合わせを
しました。今回の交流を新
たなビジネスにつなげてい
きます。

日本の自治体では唯一の招待
真珠湾追悼式典に訪問団が出席

▲アパレル会社「イオ
ラニスポーツウェア」
を視察する磯田市長

中之島の伝統を絵と
句にしました。遊び
ながら長岡全体の宝
を知ってもらいたい
です！

▶︎「そ」「ら」の読み句と図案
を考えた中之島中央小学校の
みなさん

▲小学校全学級に配布
するかるた。このほか、
Ａ３サイズのものを各
校１部配布します

▼地域委員が代表の児童にかるた
を贈呈（12月13日、中之島中央
小学校）

わ すれない 花火の思い 
受け継ごう（長岡）

く ろうして のぼってき
たよ あゆたちが（川口）

謙 信の 義を重んじる 
直江兼続（与板）

と ちおが育てた謙信公 
義の心をもつ 最強武将
（栃尾）

寺 泊 かにや浜焼き お
いしいな（寺泊）

つ なげよう 良寛さまの
歴史 いつまでも（和島）

り っぱな木 みどりたく
さん 森林公園（小国）

う つくしい 山の錦鯉
みにきてね（山古志）

あ つくなれ 全力出しき
れ 丸太ぎり（三島）

に こにこと ホタル見守
る 越路だよ（越路）

え いえんに かたりつが
れる 大竹貫一 治水の神
はここにあり（中之島）


